
平成２９年度第１回登別市教育委員会会議録

日 時 平成２９年４月２７日（木）午後４時３０分

場 所 ホテル平安
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第１回 教育委員会議事日程

１ 日 時  平成２９年４月２７日（木）午後４時３０分

２ 場 所 ホテル平安

３ 議 案 報告第１号 教育委員会事務局職員の人事異動発令に係る臨時代理に

ついて

議案第１号 登別市スポーツ推進委員の委嘱について

４ 情報提供 １．平成２８年度学校運営協議会実施状況について

２．平成２９年度登別市立学校児童生徒数・学級数調書について

３．平成２９年度登別市立学校主要行事について

４．平成２９年度学校施設の工事計画について

５．平成２９年度登別市小中学校「校長会」「教頭会」三役等について

６・登別市立鷲別小学校旧校舎の解放について

７．こいのぼりマラソンの申し込み状況について

８．不登校児童生徒出現の状況及び減少に向けた取組について

出席者

（教育委員会５名）

教育長 武 田   博

委 員 垣 内 登紀子

委 員  森 口   達

委 員  赤 井 秀 輝

委 員  堅 田   裕

（事務局９名）

教育部長             佐 藤 史 彦

教育部参与            野 﨑   均

教育部次長            橋 場   太

総務グループ建築主幹       出 口 利 美

学校教育グループ総括主幹     田 中 道 郎

学校教育グループ学務主幹     小野島   晶

社会教育グループ総括主幹     安 部 直 也

学校給食センター長        小 森   仁

図書館長             綿 貫   亨
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○武田教育長  それでは、本日の委員会は、５名全員が出席されておりますので、

有効に成立していることを報告いたします。これより、平成２９年度第１回教育委

員会を開催します。本日の議事は、報告１件、議案１件になります。それでは、早

速議事に入ります。報告第１号「教育委員会事務局職員の人事異動発令に係る臨時

代理について」事務局から説明をお願いします。

○橋場教育部次長  議案書１ページになります。平成２９年４月１日付けの事務局

職員の人事異動について臨時代理を行いましたので、報告を行い、承認を求めるも

のであります。３ページをご覧ください。まず、説明の前に部長職の再任用につい

てでありますが、今年度より再任用の制度が改正となりまして部長職は部長職で再

任用することができるようになりました。これは２８年度に退職する部次長が７名

おりまして、後任となる職員との年齢が離れ過ぎているため、業務経験や年齢から

引継ぎがスムーズにいかないために改正となったものです。

それでは異動内容になります。左側が新所属、右側が旧所属となっています。部

長職には再任用職員として佐藤部長が引き続き務めることになりました。主幹職は、

小野島主幹が幌別小学校から学校教育グループ学務主幹に任用となっております。

次に主査職になります。柴田主査が税務グループから学校教育グループへ、平塚主

査は所属に異動はありませんが主査へ昇格となっています。鈴木主査は学校教育グ

ループから図書館への部内異動となっております。担当員では、山路担当員が所属

に異動はありませんが、短時間勤務の再任用、堀本担当員は高齢・介護グループか

ら給食センターへ、佐藤担当員は社会福祉グループから図書館への異動となってお

ります。教育委員会からの異動では、田中担当員が社会教育グループから総務グル

ープへの異動となっております。教育部全体の配置は５ページから７ページまでの

名簿を見ていただければと思います。

嘱託職員につきましては、学校教育グループになりますが、学校司書の田鍋さん

が新たに任用となり４名体制となりました。ＡＬＴ支援コーディネーターの小森さ

ん、草塩さんはＡＬＴの世話役ということで新しくできた職種になります。郷土資

料館の館長は吉野館長から元若草小学校校長の傳法先生が担うこととなりました。

以上の内容になりますが、これらについて臨時代理を行いましたので、承認をお願

いしたいと思います。

○武田教育長  ただ今説明がありました報告第１号について、ご質疑ございません

か。
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（「ありません」の声あり）

○橋場次長  職員の人数は２８年度の４月１日と変わりありませんが、平塚主査が

昇格しておりますので、その分担当員が減となっています。

○武田教育長  それでは、報告第１号については、承認することとしてよろしいで

しょうか。

（「はい」の声あり）

○武田教育長  それでは、報告第１号については、承認いたします。次に議案第１

号「登別市スポーツ推進委員の委嘱について」を議題といたします。事務局から説

明をお願いします。

○安部社会教育グループ総括主幹  議案第１号「登別市スポーツ推進委員の委嘱につ

いて」説明いたします。議案書は８ページになります。登別市スポーツ推進委員１

５名のうち５名が平成２９年４月３０日で任期満了となるため、スポーツ基本法の

規定により委員の委嘱をするものであります。５名のうち再任が３名、新任が２名

となっております。任期は平成２９年５月１日から平成３１年４月３０日までの２

年間となっております。なお、資料９ページの上から２つ目の表になりますけども

非改選委員のうち藤木晴夫さんと永澤雄さんの２人から辞職届が提出されている状

況でございます。現在後任の方を探しているところです。他に平成２９年の５月３

１日で任期満了となります上野精二さんがおりますので、その再任の委嘱と合わせ

まして次回５月の教育委員会に議案として提案することを申し添えます。以上ご審

議の程よろしくお願いいたします。

○武田教育長  ただ今、議案第１号について説明がありましたけどもご質疑ござい

ませんか。改選期に合わせて２年を新たにということと。又、辞職願が出ていると

ころには、次の機会を利用するということです。ありませんか。

（「ありません」の声あり）

○武田教育長  それでは、議案第１号については、承認することとしてよろしいで

しょうか。

（「はい」の声あり）

○武田教育長  それでは、議案第１号については承認します。

以上で本日の議事は全て終了しましたが、その他、事務局から情報提供などあり

ましたらお願いします。

【情報提供案件】
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○野﨑教育部参与  平成２８年度学校運営協議会実施状況について情報提供したい

と思います。お手元の資料Ａ３版の資料をご覧いただければと思います。表記が小

さくて申し訳ありません。各学校におきましては年間３回、多いところでは若草小

学校で５回、登別小学校で４回、学校運営協議会を昨年度行っております。議題に

つきましては、学校の経営方針について承認をいただくほか、各教育活動の説明、

実施状況、学校評価の結果などを通して学校の運営状況をお知らせするとともに、

土曜授業の計画ですとか、学力・体力の向上に関してですとか、放課後学習の充実

の様子ですとか、挨拶の励行ですとか、いじめ不登校の対応の様子ですとか、道徳

教育の取組や地域との避難訓練の状況、地域行事の参加や伝統芸能の継承、地域交

通安全の取組のお願いですとか、生活習慣改善に関わる理解についてなど話し合う

内容は多岐にわたっております。主な意見としましては、地域と学校の連携体制が

出来上がってきているというものが多くある一方で、保護者や地域がもっと学校へ

足を運ぶことで児童・生徒への理解が進み、地域とともにある学校づくりが一層進

むという意見もございました。感想としましては小学校から継続して子ども達と関

わることで変化ですとか、成長を見ることができるとか、何より挨拶をする関係が

できてうれしいという声が多くあるというのを聞いております。又、登別中学校と

登別小学校は１１月２４日に合同で行っているというところがございます。その際

には小中一貫で取組む内容を説明したり、子ども達の体力向上に向けて幼稚園も入

りまして、幼稚園、小学校、中学校の取組を交流したりする場面もあったと聞いて

おります。交流資料を活用しまして他の協議会の様子を各学校へ情報提供するとと

もに各学校の運営協議会でも取り上げていただいて、他の地域も参考にしてもらい

ながら地域とともにある学校づくりがさらに進むように今年も働きかけてまいりた

いというふうに考えております。以上でございます。

○武田教育長  情報提供は全て終わってから質問を受けたいと思います。

○田中学校教育グループ総括主幹  私からは資料４ページと５ページになります。ま

ず、４ページ、２９年度の児童数・学級数になります。小学校につきましては２，

１８７人、前年同期比でマイナス５２人と２クラス相当になります。特別支援につ

いては７６人、前年比プラス２０人と大幅に増えております。これについては、新

１年生は勿論なのですが在籍している児童で普通学級から特別支援の学級替えです

とかを含めての数となっています。学級数につきましては特別支援で富岸の肢体不

自由が１クラス開設になった分です。普通学級は変動なしです。教職員については



- 5 -

加配が減っておりますので、プラスマイナスほぼ０人となっていますが０．５人と

いうのが出ています。これは富岸の主幹教諭の加配が２・３年前までは１人換算だ

ったのですが、２年くらい前からは０．５人換算となりましたので講師を選ぶか再

任用のハーフの短時間を選ぶのかということで、今までは講師を選んでおりました

が、今年度は再任用のハーフを選びましたので、その場合については教員数にカウ

ントするというルールになりますので０．５という端数が出ています。

中学校につきましては、生徒数１，１２８人前年比マイナス５７人でこちらも２

クラス相当となります。特別支援に関しましてはマイナス３人と例年と前年比でほ

とんど変わりません。学級数につきましてはマイナス４で普通学級が４クラスも減

っております。これは西陵中が１、緑陽中が３ということで緑陽の方が例年にない

減り方になっております。当然その影響で教職員数もマイナス４人の９８人となっ

ています。児童生徒合計で３，３１５人、小中学校合わせれば１０９人の減少とな

っております。

次に５ページは２９年度の各学校の主要行事の一覧となっています。各学期の始

業式終業式は記載のとおりです。小学校の運動会は６月３日が１校、１０日が４校、

１７日が３校となっています。小学校の修学旅行については８校全てが９月に実施

をします。今年度は全校が函館方面へ行きます。因みに昨年は東小学校だけが札幌

へ行っていたのですが今回は全校が函館となっています。中学校につきましては５

月に５校全て行きまして宮城・岩手あたりを中心に秋田へ行くところもありますし

青森もあります。ほぼ農村での民泊が主になっているような形です。往復新幹線を

利用するのが３校、復路だけが１校、幌別中学校につきましては行き帰り飛行機と

いうことで、人数によって割高で、特に現地に行ってのバスが２０数人でも大型を

使わなければなりませんので、そういう部分を含めてトータルの費用の関係でいろ

いろ学校の方で考えていただいております。

あと、家族の時間プロジェクトにつきましては、１月２６日から２８日までの３

連休ということで昨年と同じ時期になっています。なお、プレ実施につきましては

温泉の日帰り入浴を２８年度初めて実施しましたが、継続する形で旅館組合にお願

いしています。なお、家族の時間づくりプロジェクトにつきましては今年で５回目

となりますので既に新聞等でご承知かと思うのですが、中小企業の父兄の方からと

か休めないということがアンケートにありますので、取りあえず５年ということで

一区切り終了して新たにプレ実施の形、これは学校も休みを作らなくていいと、家



- 6 -

庭も当然休まなくていい、日常生活の中で利用できるようなそういった方法を３０

年度から作って継続をしていきたいと趣旨は悪くはないのでそういう形で関係機関

と協議をしているところです。

土曜授業の方です。今年度は最高が６回で幌別中と若草小です。５回が富岸小と

緑陽中、残りの９校は４回になっています。因みに昨年は１０回以上がモデル事業

で幌別中学校がなっていたのですが、今年度は最高が６回でモデル事業の対象外と

なっております。やはり先生方の振替だとか学校行事のやり繰りが大変ということ

が実際にありまして、そのような事情が５回程度でお願いしている状況です。説明

は以上です。

○出口総務グループ建築主幹  私の方からは今年度の学校施設の工事計画の内容につ

いて説明いたします。資料は６ページをご覧ください。まず小学校です。鷲別小学

校の校舎が完成しました。今年度は外構整備とグラウンドの整備です。工事は既に

始まっておりまして１月までの工事期間となっています。次に富岸小学校の地下タ

ンクの改修工事で７月から１２月までの工事期間となっています。鉄棒の取替工事

も７月から１２月までの工事となっています。

次に中学校です。登別中学校の耐震改修工事、これを６月から３月の工事期間の

間で行いたいと思います。渡り廊下の改築工事と便所洋式化工事も同じ工事期間で

やりたいと思っています。次に西陵中学校の校舎屋上防水改修工事これを７月から

１２月までの間に行いたいと思います。

その他としまして、来年度の耐震改修工事を予定しております富岸小学校と幌別

西小学校の実施設計の委託を５月から２月の間に行いたいと思っております。以上

でございます。

○橋場次長  次に、平成２９年度登別市小中学校「校長会」「教頭会」三役等になり

ます。校長会、教頭会それぞれ会長は変更になっていません。副会長と事務局が変

更になっている状況となっています。ご覧いただければと思います。

○武田教育長  その他の情報がございましたらお願いします。

○出口建築主幹  はい。資料はございませんが鷲別小学校の旧校舎の内覧会の開催

について説明いたします。６月から旧校舎の解体を予定しておりますので、その前

に見ていただこうということです。内覧の日時は、５月２０日（土）と２１日（日）、

２７日（土）から３１日（水）までの期間で午前１０時から午後３時までとなって

おります。当日は職員玄関と児童玄関を開放しまして自由に見ていただくというこ
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とを考えております。車で来られた方は玄関の近くに止めていただくということで

考えております。周知は新聞報道も考えておりますし、市のホームページにも掲載

する予定となっております。以上でございます。

○橋場次長  合わせて東京げんきかいとか札幌のぼりべつ会とかも出身者がおりま

すので文書を送付しております。

○森口委員  解体期間というのはいつまでですか。

○出口主幹  ６月から８月いっぱい。大体３月くらいかかる予定です。

○橋場次長  それが終わってから外構工事に入っていきます。

○出口主幹  校舎周りはもうやっているのですが、旧校舎のところは解体が終わっ

てから始めることになります。

○武田教育長  次の情報をお願いします。

○安部総括主幹  資料は用意しておりませんが、５月１４日（日）に開催されます

第４２回登別こいのぼりマラソンについて情報提供させていただきます。前回大会

がエントリー数６００名で実施しましたが、今回はまだ未確定ですが約９４０名が

エントリーということで前回と比較して３００名以上の大幅な増となっております。

ゲストランナーは今回呼べなかったのですが実行委員会での地道な誘客活動が実を

結んだと考えておりまして、大会が盛り上がってくれるのではと思っておりますけ

ども、逆に運営面で交通規制とか、駐車場の問題ですとかいろいろと出てくると思

っておりますけども、実行委員会一同事故なく開催できればと思っています。以上

です。

○野﨑参与  不登校児童生徒の出現の状況というプリントを配っております。不登

校という括りに入る児童生徒は、病欠以外のその他の理由で年間３０日以上という

お子さんたちが不登校という形でここに数字を載せているところでございます。過

去６年間の流れでございますけども下の出現率というところを見ていただければと

思います。ご覧のように本市の場合は年々減っているという状況にございます。比

較していただければと思いますが、２７年度の全国の出現率と全道の出現率を載せ

ておりますので、ご覧になっていただければと思います。具体的に本市においては、

２枚目になりますが、本市の不登校児童生徒への総合的な支援体制という形で、学

校を中心としましてスクールカウンセラーですとか、日常的な相談を受ける心の教

室の相談員の方々、更には教育指導室を設けておりまして、元校長先生の八田教育

指導専門員を配置しまして学校と連携を取りながら関係機関ともつながりその状況
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に応じた対応を適切に行っていただいております。月ごとに各学校から欠席の状況

の報告をもらいその数字を見ながら早期に対応していけるような体制をとっており

ます。専門員も学校の方に訪問しまして内容を聞いたり、対応の仕方で助言を行い

ながら進めているところでございます。日常的な相談でこのような状況があります

という連絡も教育委員会に入ることがあります。今年度も１件入りましたが、そう

いう場合に専門員が直接対応しまして学校と連携をして早期に対応するという流れ

になっております。また、特徴的な部分が教育指導室という括りの中の右下のとこ

ろですが、体験教室というところがあります。陶芸体験や郷土資料館体験と書いて

おりますけども、具体としましては、新聞報道とかテレビの報道でご承知のところ

かと思いますけども健千窯の取組というような形でなかなか学校に足が向くことが

できない子ども達に働きかけをして生活のリズムを作って家庭での会話も話題作り

を含めながら登校意欲を高めていくということに取組んでいたり、昨年は鷲別岳の

登山というのも夏休みに企画しまして不登校の子どもたちに声をかけて３名の子ど

も達が参加しております。確か頂上まで行ったのは１名だったと聞いておりますけ

どもそのような働きかけをしながら総合的に不登校の児童生徒への支援というのを

行っているという現状です。新聞記事の方は私どもも卒業式に参加させていただい

て、今年の場合は８名の子ども達がお世話になっていて、次の学校に進んでいく子

ども達がいまして、津村さんから直接「よく頑張ったね」と卒業証書を渡して４月

からの意欲化を図っているというところでございます。以上でございます。

○武田教育長  その他ありますか。

（「ありません」の声あり）

○武田教育長  それでは情報提供が全て終わりましたのでご質疑等ございませんか。

○垣内委員  ひとつ教えていただきたいのですが、先ほど学校施設の工事計画をお

示ししていただきましたが、耐震の設計の委託とか実際の工事で未実施のところが

ありますが今後のシミュレーションといいますか、計画を教えていただけますか。

○出口主幹  はい。耐震改修工事は、平成３２年に完了予定となっています。まだ

残っているところですが、３０年度は富岸小学校と幌別西小学校を予定しています。

ただ幌別西小学校は２カ年を予定していまして３０年・３１年で行う予定です。そ

の他には登別小学校と幌別中学校が残っています。これを３２年までに行う予定で

す。今年度は登別中学校を行います。それから幌別東小学校も３２年度に行います。

○垣内委員  全て３２年度には終了予定ということでよろしいでしょうか。分かり
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ました。

○武田教育長  今年の秋口あたりには統廃合を含めて適正配置の議論をしなければ

いけないと。だからといって直ぐ決まるわけではないですが、時間もかかります。

耐震化の計画は計画として進めていくと。適配の議論もまた並行して進めていかな

ければならないというふうに思っていました。おそらく秋口位からのスタートにな

ると思います。

○垣内委員  やはり耐震ということは地元の人のみならず、すごく興味を持ってど

こまで進んでいるかということは数値で評価されるようなので。

○武田教育長  そうですね。今年は少しうちの数値が上がるのですね。

○出口主幹  ７０％いっています。

○武田教育長  鷲別小学校がね。

○垣内委員  ２９年度で７０％ですね。

○出口主幹  そうです。

○武田教育長  あと幌別西小学校のように棟によって建築年度が違うところがいく

らかカウントされます。１棟でない計算になります。

○垣内委員  そういうところが多いですね。

○出口主幹  校舎ですね。一気に分子が上がってくるので率が上がってきます。

○武田教育長  よろしいですか。他に何かありませんか。

○堅田委員  不登校のことなのですが、登別市の出現率は減少しているのですが全

道・全国は２７年度の数値しかないのですが、全国・全道的には増えているのでは

ないかという気がしまして。

○野﨑参与  ２６年度の全国の出現率は１．１７で小学校が０．３６、中学校が２．

６９となっていますので、２６と２７を比べますと小学校と中学校も微増していま

す。全道の場合は小学校で０．３２、中学校で２．６０ということでやはりここも

微増していると。大きな流れではありませんが。

○武田教育長  昨年コミュニティ・スクールに絡んで２６年から導入しましたが、

それと同時に不登校児童が少なくなってきています。それで前にいた櫻井主幹が道

のアドバイザーになっていたものですから、その話をしたらやはり地域づくりと関

係あるのかなということで、そのデータを整理して文部科学省の予算要求の資料に

活用したという情報をいただいていますので、具体的には個別には理由は分かりま

せんが何かトータルで地域のサポートや効果を上げているのかなということも一つ
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の考え方だと思います。

○赤井委員  面白いというか。理由がはっきりしないというか見えづらい部分があ

るのですが、新聞なんかで見たら学力向上に関わって学校が勉強勉強というか、む

しろ不登校の子どもがふわっと出てくるというかそういうような記事があって、こ

れを見ると登別の数が少ないということで、私もすごいなという感じを受けている

のです。だからどういうふうに考えたらいいのか。いまそういうコミュニティーの

部分や八田専門員の取組など、いろんな形の対応があると思って、だけど基本は学

校は楽しいところだというところがあって、そういうところの見方がこういう数字

とともに登別市の先生方、学校全体が、その他にも子ども自身も学校へ行って、そ

ういうような部分でいろんな部分があるのかなと思っています。だからこれがもっ

ともっと続けばいいなというか素晴らしいという感じを持っています。

○武田教育長  全国的な流れの中でも不登校対策というのは大きく取り上げられて

いて一時はいじめ不登校という一つの括りだったのですが、いじめは安定している

ようなものではなく出たときの対応が大事になりますが、不登校は出現率からいっ

ても必ず出てくる。そこをどう復帰させるかということもありますので、国も不登

校対策というのは項目を起こして支援する仕組みになっています。ですから全国的

には今の文部科学省は不登校対策を非常に深刻な問題として受け止めているのかな

と、結局、子どもがひきこもりになっていて、結局貧困対策とか就労の力とかそう

いう働き方にも影響を与えてくるということでそれをカバーしていこうというよう

な、そういう国の動きもありますから、これからまだまだ不登校対策というのは色

んな形で出てくるのかなというふうに思っています。

○垣内委員 不登校というのはご本人にとってもご家族にとってもつらい大変なこ

とで出口が見えないというか、小学校・中学校のうちに味わってしまって一生それ

を引きずる可能性があるということは、本当に何とかしなければいけないというこ

とで、登別でもきめ細やかな対応をしてくださっているということで、そのことが

実を結びつつあるのだと。再登校ということで年度に１人とか２人とかが登校でき

るようになったというデータをいただきましたが、ここが増えていくことを願って

おります。

○武田教育長  その他質問ありませんか。

（「ありません」の声あり）

○武田教育長  それでは、終了いたします。最後に５月の教育委員会の開催日につ
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いて予定したいと思いますが、次回の開催日について、事務局の方で考えがあれば

お願いします。

○橋場次長  ５月の教育委員会につきましては、最終週の木曜日ですと２５日にな

りますが、いかがでしょうか。

○武田教育長  それでは、事務局より提案のありました５月２５日木曜日で皆様の

ご都合は如何でしょうか。

（「はい」の声あり）

○武田教育長  それでは、５月の定例の教育委員会につきましては、５月２５日木

曜日１６時３０分から市民会館小会議室で開催するという事でよろしいでしょうか。

詳細につきましては、後日事務局よりお知らせ頂くという事でよろしいでしょうか。

以上で本日の会議を閉会いたします。お疲れ様でした。


